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ごあいさつ

鹿児島大学法文学部後援会

会長 十島雍蔵

拝啓 もうすぐ春うらら。会員の

皆様方いかがお過ごしでしょうか。

ご健勝のこととお慶び申し上げます。

昨年の８月２日に本後援会の設立

十島雍蔵 会長総会が開かれて，はや半年が過ぎま

した。本会は，在学生の保護者を中心に，特別会

員（教職員）や協力会員（会の趣旨に賛同される

方）で構成され，学部・大学院の教育・研究，さ

らには卒業生の進路支援等の充実を背後から支援

。 ，することを目的として設立されました 設立以来

多くの会員の皆様方の御協力により，無事好調な

スタートを切ることができました。心より感謝申

し上げます。

昨年の６月６日には，地域政策科学専攻の博士

後期課程や臨床心理学の指定大学院の設立記念式

典・祝賀会が開催されましたし，またあの難関を

，乗り越えてロースクールの設置が認可されるなど

法文学部の発展ぶりを目の当たりにできることは

後援会として慶賀にたえません。辰村学部長をは

じめ，設立に携わられた教職員の方々のご苦労は

。 ，大変なものだったろうと推察いたします しかし

今年の４月からは，いよいよ国立大学の法人化が

実施され，さらに大きな時代の波が打ち寄せてき

ます。この変革のエネルギーをバネに法文学部・

大学院は，地域に根ざしてさらに新しい発展を遂

げられることと期待しています。

わが子がより良い教育・研究環境の中で勉学に

勤しむことができることがわれわれ会員の願いで

す。昨年の１１月１５日には同窓会の創立５０周

年記念総会が盛大に開催されました。本会はまだ

設立したばかりのよちよち歩きの段階ですが，こ

れから先輩格の同窓会と緊密に手を携え合って車

の両輪として協力してまいる所存です。今後とも

なお一層のご厚情を賜りますようお願いして，挨

拶と致します。

敬具

法文学部教育研究棟



後援会だよりの発刊にあたって

鹿児島大学法文学部長 辰村吉康

皆様方も既にご承知のことと思

いますが，鹿児島大学は４月から

国立大学法人鹿児島大学となり，

設置形態が変わります。現在学長

を中心として，その準備作業に入

っておりますが，まさに激動の日

辰村法文学部長々を送っております。

俗にいう国立大学の法人化ということですが，

私自身は学部長に就任以来，設置形態がいかなる

形になるにせよ，法文学部及び人文社会科学研究

科が足腰を鍛え，地域の皆様方から法文学部及び

人文社会科学研究科の存在意義，必要性を認めて

，いただけるならビクともしないという方針の下で

ここ数年，改組改革を進めて参りました。

一例を申し上げますと，平成１４年度には人文

社会科学研究科の中に臨床心理学専攻を設置し，

臨床心理士の養成機関となることができました。

更に串木野市にサテライト教室を開設し，地方の

皆様方に高度な大学院教育を受講していただくと

いう機会を設けました。平成１６年度からは，現

在復帰５０周年で注目を浴びております奄美大島

の名瀬市でサテライト教室を開設する予定です。

平成１５年度には，私達法文学部の者にとりま

しては悲願でもありました博士課程（地域政策科

学専攻）を設置することができました。鹿児島大

学にとりましては，文系での初めての博士課程で

す。これで法文学部に入学してきた学生に対しま

して，博士課程までの９年一貫教育を提供できる

体制を築くことができました。

更に平成１５年４月から，有料の心理臨床相談

室を設けました。有料の相談室は国立大学として

はめずらしいものであり，その動向が全国から注

目を浴びておりますが，毎日相談に応じきれない

クライアントからの申し出があり活況を呈してお

ります。これで臨床心理士認定協会から一種の受

験資格の認定申請を行う下地ができました。

今年度は，法科大学院の設置に向け全力を投入

しました。幸いに平成１６年４月からの開設認可

を得ることができました。文部科学省や設置審と

の折衝過程におきまして，正直なところ解決不可

能と思える難題にも直面いたしましたが，教職員

一丸の努力でなんとか乗り越えることができまし

た。現在は平成１６年４月からの開設に向けて着

々と準備を進めております。

法文学部は，最近，国際交流にも力を注いでお

ります。１０月にはドイツのミュンヘン大学と法

文学部が学術交流協定を締結しました。ミュンヘ

ン大学が交流協定を結んでおります日本の国立大

学は，北大，東大，京大，九大のみですから，そ

の一角にくい込めたということで，報道でも大き

くとり上げてくれました。平成１６年４月から法

文学部の学生をミュンヘン大学に派遣し，ミュン

ヘン大学からも留学生を受け入れることになって

います。

以上のように法文学部及び人文社会科学研究科

は，飛躍的に発展しつつあります。しかし，これ

らの改革を進めるにあたって後援会のご支援は絶

大なものでありました。後援会のご支援があって

こその発展と感謝致しております。今後も，法文

学部及び人文社会科学研究科は，時代のニーズ，

社会のニーズに応じて改革していかなければなり

ません。今後共，後援会の暖かいご支援をお願い

しつつ，後援会だより発刊のごあいさつとさせて

いただきます。

桜島を望む、鹿児島大学（郡元キャンパス）



○教務委員会

教務関係の話題を2つお知らせします。

１番目の話題は交換留学生の件です。法文学部

では，今年，ミュンヘン大学との学術交流協定が

結ばれましたが，このほかに鹿児島大学では，外

国の大学との留学生交流を図り，相互の教育・研

究水準の向上に資するために，いくつかの外国の

大学との間で学術交流協定が締結されています。

最近，この学術交流協定制度を利用して，海外の

協定大学の学生が法文学部へ，あるいは法文学部

の学生が，外国の協定大学へ短期留学するケース

がみられるようになりました。この状況を反映し

て，今年度，法文学部では，短期留学により外国

の大学で取得した単位を，法文学部の卒業単位と

して認める規則を作成しました。

２番目の話題は，学生諸君の単位登録方法の件

です。これは必ずしも法文学部固有のものではあ

りませんが，新年度から，学生諸君が，受講した

い科目を登録する場合，インターネット上から登

録することができるようになります。つまりイン

ターネットに接続されたパソコンがあればどこか

らでも時間割登録が可能になります（パソコンを

持っていない諸君は，大学のパソコンで登録がで

きます 。これまでも一部の科目はネット上からの）

登録が可能でしたが，これからはすべての科目が

ネット上から登録できるようになり，便利になる

と思います。 （教務委員会委員長 金丸哲）

○法文学部の国際交流

法文学部では，海外の諸大学との交流を積極的

に推進しています。

平成15年10月には，ドイツ・ミュンヘン大学日

本センターと学部独自の学術交流協定を締結し，1

6年４月に留学生１名を受け入れるとともに，本学

。部より１名の学生がミュンヘン大学に留学します

また全学の国際学術交流協定に基づき，平成13年

より，韓国の江陵大学校・済州大学校・全北大学

校から，毎年各大学２～３名の短期留学生（１年

間）を受け入れ

ています。この

ほか私費外国人

留学生として，

中国などから数

多くの留学生を

ドイツ・ミュンヘン大学迎えています。

研究分野では，平成14年に，法文学部が中心と

，なって学術交流協定が締結された中国人民大学と

おもに経済学分野での研究者交流集による英文雑

誌として刊行されています。また東アジア・東南

アジアを研究フィールドとする教官による共同研

究・共同調査も多数行われています。

法文学部は，留学生が日本の社会・経済・文化

・歴史を学ぶ上で，もっとも適した学部であり，

また南に開かれた窓口としての鹿児島の地理的特

性を活かして，これからも国際交流活動をより活

発にしていく予定です。

（法文学部国際交流委員会委員長 渡辺芳郎）

○ドイツ留学の抱負

法文学部経済情報学科片桐ゼミ４年 藤谷和子

２年生の春休みに1ヶ月のドイツ滞在を経験し，

。その後もドイツ文化や言語の勉強を続けています

平行して，ゼミ活動での議論を行ううちに，日

本の社会問題をドイツと重ねて考えるようになり

ました。少子化による労働人口の減少によって，

外国人労働者受け入れ問題は日本でも避けては通

れないテーマとなり，その点で，ドイツは日本の

未来像でありうると考えています。少なくともド

イツの政策と現状は日本でも学ばれる必要がある

と感じています。この留学を機に，社会問題をよ

り深く考究したいと思います。

さらにゼミ活動の家族社会学をドイツで引き続

き研究し，これまでの私の研究テーマである「社

会参加としての保育」の継続として 大学Munchen
でも家族社会学を専攻し，日本の子育てとの比較

をした結果を帰国後の論文の資料として役立てた

いと考えています。

また，外国に長期滞在することは自分を客観視

するチャンスになります。日本においても私はい

つも自分自身と向き合うことを心がけています。

さらに私は自己表現に苦手意識があるため，集団

主義の日本文化としばしば対比される，ドイツの

ような「個人主義」の文化やそれに伴う言語に触

れたり，人と接したりすることによって，自ら自

己表現する場に身を置きたいと考えています。そ

のような積極的なコミュニケーションをとること

はドイツ語力の向上にそのままつながり，さらに

知的好奇心についての議論もより一層深まるもの

と期待しています。



○ 就職委員会

就職戦線の氷河期とか，超氷河期とかいわれは

じめて久しいのですが，いっこうに改善される気

配すらありません。これは，平成不況が依然とし

て猛威を振るっているためですが，しかしそれば

かりではありません。日本的経営とその構成部分

である日本的雇用のあり方が変化しはじめ，4月・

学卒・一斉採用，終身雇用，オン・ジョブトレイ

ニング，企業別労働組合などの日本的雇用の慣行

が崩れ，採用は徐々に通年化し，欠員が生じた場

合に，即戦力になる人材を採用し，専門的技術や

資格をもったものを期限付きの雇用とし，その他

の者は派遣労働などアウトソーシングするという

ようになってきています。もちろん，すぐにすべ

，ての業界でそうなるというわけではないにしても

トレンドはそういった方向です。

法文学部は，各学科でその程度は違いますが，

一般的にいえばジェネラリストの養成を念頭にお

いてきていたと思います。ところが，昨今の流れ

。はスッペシャリストを求める企業が増えています

このような経済社会と大学の状況のなかで，就

職率が大きく低下しています。

昨年の12月の集計でも，就職内定率は，56．1 と%
なっています。学部就職委員会としても，３年生

の早い時期から就職ガイダンスをくり返し，就職

活動についても肌理の細かい指導を行うようにつ

とめています。

これらのとりくみに際して，法文学部後援会か

ら多大な御援助をいただき，感謝にたえません。

厳しい環境のなかでも，卒業生の希望にそった進

路の決定のために，一層の努力をしたいと思いま

す （法文学部就職委員会委員長 飯田泰雄）。

就職活動体験報告集２００３、平成１６年度学部案内

学生の声（就職活動体験談）○

「私は初めから一般企業への就職しか考えてい

なかったので，3年の10月中旬から開かれている大

学主催の就職セミナーにはほぼすべて参加しまし

た。その中でリクナビや日経就職ナビヘのアクセ

スや活用法などを知り，まずそれらにエントリー

しました。そしてそれを通じて12月末までに約30

社程度に資料請求をしました。……面接対策とし

ては，予想される質問事項にたいする回答を丸暗

記するのではなく大まかな内容だけを頭に入れて

おくということや，志望動機と自分の長所を関連

付けて述べること，自分の意見に矛盾がないかな

どに特に気をつけました。また，普段から言葉使

いに気をつけたり，友達と模擬面接をしたりをす

るのもいいとおもいます （人文学科 濱田隼一。」

：読売新聞社）

「まず第一に動けるだけ動くということから始

めました。人文学科の桜井先生が開かれている就

職ゼミ，内定をもらっている4年生が運営している

「就活だよ 全員集合 ，そういうところで出会っ! !」
た仲間との自主ゼミ，東京で行われる就職塾，セ

ミナー。こんなふうに，本格的に就職活動(各採用

試験)がはじまる前に色々な場所に出向き，様々な

人と会い，多くの情報を得ました。次に，得た情

報の選択をし，そして様々な人との出会いから自

分を映し出して自分と向き合いました。その様々

な場所で何度となく繰り返した模擬グループディ

スカッションや，模擬面接， の添削はその技術ES
を上げていくことが本来の役割ではなく，そこで

自分と向き合えることが本来の役割なのだと，今

は思います （人文学科 中嶋美子：鹿児島放送。」

局）

＊『就職活動体験報告集 2003年度版』から抜粋

キャンパス内メイン道路風景



○広報委員会の活動

今年度，広報委員会では，法文学部受験生のた

めに，学部紹介パンフレットを作成しました。各

学科の教育の特色，それに就職状況，大学生活な

， 。どもまじえて ビジュアルなものをつくりました

ごらんになりたいときは，法文学部学生係までご

一報ください。

受験生対象には，毎年夏休みに「オープンキャ

ンパス」を開催しています。学部・学科紹介，進

学担当の先生方との懇談，模擬授業を実施してい

ます。遠くは九州外からの参加者もいます。今年

， ，は あいにく台風と重なり中止になりましたので

大学祭期間中に実施しました。

高校生が鹿大法文学部に来て学部・学科の紹介

を聴く「高校訪問 ，法文学部の先生が高校に行っ」

て授業をおこなう「出前授業」にも取り組んでい

ます 「高・大連携」は，高校生に「大学とはどん。

なところか 「なにを学ぶのか」を知ってもらうた」

めにも，とてもいい企画なので，これからも力を

入れていこうと考えています。

（広報委員会委員長 小栗 実）

法文学部前の東屋の風景

○学生の声（学部等紹介）

「学問すること」

人間と文化コース２年 安永真利子

人間と文化コースには，臨床心理学・児童文化

論・認知心理学・社会心理学等，人の心に関する

様々な分野を専門にしている教授陣がいます。コ

ース所属決定後，ここではまず心理学の基礎や歴

史，そして各分野のことを学びます。心理学とい

う学問に漠然とした興味を抱いている人や，既に

自分の専門領域を心に決めている人にも，各分野

を垣間見た後にゼミを決定できるというチャンス

と充分な熟慮時間が与えられています。現在，私

達２年生は，心理学の論文の読解や発表の仕方な

ど基礎的な部分から学んでいます。近年，心理学

はメディア等で取り上げられる機会も多く，その

人気も上昇しています。一般書を独自に読み興味

を充足させ知識を得ていくことも大切ですが，本

コースに所属し心理学を系統立てて学ぶことで，

学問としての心理学の新たな意味・有用性等が見

えてくるとともに，自己の内部にも成長と発見を

感じることができるだろう，と私は考えます。

鹿児島県庁でのインターンシップ

「演習を受けて」

経済情報学科３年 尾崎理志

経済情報学科では，２年生から各研究ゼミに分

かれて「演習」を受講し，より専門的に学んでい

くことになります 「演習」は，これまで私達が体。

験してきた受身的な講義とは違い，自分の意見を

積極的に出していくことが求められますし，また

学生主体のものですから，演習を通じて専門科目

を深く学ぶということだけでなく，自分の可能性

や能力を大いに伸ばせる場所であると思います。

現在，私はマクロ経済学とミクロ経済学を中心と

する演習を受講しています。マクロ経済学などは

名前だけで敬遠されがちですが，現代社会の経済

メカニズムを分析するためには欠かすことのでき

ない学問の一つです。私自身，当初は分からない

ことばかりだった経済のメカニズムが，この演習

を受講したことで徐々に理解できるようになった

というのが何よりの収穫だったと思っています。

（ 平成16年度受験生のために』から抜粋）『



「博士後期課程で学んで」

地域政策科学専攻 １年 深見 聡

（ＮＰＯ法人「かごしま探検の会」理事長）

私は、2003年に新設された、人文社会科学研究

科博士後期課程に在籍し、日々研究や教育実践に

取り組んでいる者です。私は学部時代から一貫し

て「まちづくり」に関心を持ち、研究にあたって

います。理学部地学科では、都市災害と地盤形成

、 、史をテーマに卒業論文を書き 教育学研究科では

まちづくりと住民参加について特にＮＰＯの存在

に注目し、まちづくり生涯学習とボランティアの

存在を修士論文にまとめました。

それらを土台に、現在は、ＮＰＯによる地域政

策と住民参加について博士論文執筆を進めるとこ

ろです。地域政策科学専攻の特徴は、社会人向け

の夜間主開講大学院の看板を掲げながら、社会人

のリカレント教育の場として柔軟な科目編成や論

文指導体制が確立している点です。また、法文学

部三学科を設置母体としているので、地域政策、

文化政策に関して、基礎研究をした上で、学際的

な研究を教官の指導と議論のなかで新しい理論や

実践にあたることができる総合文科系の魅力にあ

ふれています。

これからも、期待に応えられる研究成果と地域

。 、貢献に邁進していく所存です 後輩のみなさんも

ここ地域政策科学専攻にご入学されますことをぜ

ひ検討されてみてはいかがですか？

後援会設立の経緯

平成１４年８月の教授会で辰村学部長から，後援会設立

へ向けての取り組みについての提案がなされ，国立大学の

人文・法文系の学部の状況を調査した結果，ほとんどの大

学で後援会を設置していることが分かり，本学部でも設置

することを，教授会として承認し，１２月に，設置準備委

員会（仮）を発足させました。１月末に，在学生の保護者

の中から５人の発起人を依頼し，趣意書・規約案等の準備

をすすめ，平成１５年４月２５日に，第１回設立準備委員

会を開催し，顧問に，辰村吉康法文学部長，会長に，十島

雍蔵氏（大学院２年 ，副会長に勝間正幸氏（経済情報２）

年）と中瀬正茂氏（人文１年）を選任し，７月１１日の理

事会（仮）で，学年理事等を決め，８月２日の総会で，役

員，規約等を提案し，承認して頂いて，正式に発足するこ

とができました。

， （ ） ，なお 新入生 保護者 の加入率は８０％を超えており

順調な滑り出しをしましたが，まだ御加入されていない方

々の御加入を切にお願いいたします。

（常任理事 皆村武一）

平成15年度法文学部後援会事業報告
（平成15年4月1日～平成16年1月31日）

１．学生の就職環境支援に関する事業
○平成15年10月 第３回就職ガイダンス講演支援・

学生体験報告支援
○平成15年12月 第４回就職ガイダンス講演支援
○平成15年10月 英語教員採用試験対策講義支援
○平成15年11月 同 上
○平成15年12月 同 上
○平成16年 1月 同 上
○平成15年12月 就職活動体験報告集印刷発行支援
○平成15年12月 就職活動体験報告寄稿学生への支援
２．学生及び教職員の研究活動に関する支援
○平成15年 8月 大学院臨床心理学専攻院生実習支援
○平成15年11月 自己評価委員会「 」導入のためのGPA

調査旅費支援
○平成15年12月 法科大学院設置準備委員会３大学教育

連携協議会支援
○平成15年12月 博士後期課程「地域政策科学専攻」論

文査読協力支援
３．学生及び教職員の福利厚生に関する事業
○平成15年10月 鹿児島大学祭法文学部実行委員会サー

クル支援
○平成15年10月 非常勤講師室整備
４．学部の運営・教育環境の整備に関する事業
○平成15年 6月 博士後期課程「地域政策科学専攻」等

設置記念式典支援
○平成15年 9月 法科大学院適性試験実施支援
○平成15年 9月 ９月卒業式式典支援
○平成15年11月 鹿児島大学祭オープンキャンパス及び

大学祭実施支援
○平成16年 1月 ３号館防犯照明設備取設支援
５．その他の事業
○平成15年 9月 自己評価委員会・ 委員会におけるFD

特別講演会
○平成15年10月 県内高校出張授業教官支援
６．国際交流事業
○平成15年10月 ドイツミュンヘン大学との学術交流協

定締結のための支援

総会ご案内

平成１６年度の総会は４月２４日（土）の
午後に開催予定です。
多数の方のご出席をお願い致します。

法文学部後援会役員名簿

顧 問：辰村吉康，会長：十島雍蔵
副会長：勝間正幸，中瀬正治
常任理事：袰谷清幸，皆村武一（評議員）
理事： （法政策学科） 前田美和子，袰谷清幸，黒木孝雄

（経済情報学科） 小原幸三，勝間正幸，満留光喜
（人文学科） 加治木優，田島健二，中瀬正治

瀬戸口洋一，迫田郁美
（人文社会科学研究科） 中瀬正茂，十島雍蔵

学部理事： （法政策学科） 釆女博文，中元尚紀
（経済情報学科） 松川太一郎，山本一哉
（人文学科） 石村満宏，細川道久

監査：渋谷 正，
監事：田多園文雄，
事務局： 田多園文雄（事務長 ，宮崎逸男（総務係長））

浦崎和広（専門職員 ，湊 哲郎（学生係長））


